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１．2027年２月期第１四半期の業績（2026年３月１日～2026年５月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年２月期第１四半期 2,518 15.2 76 △21.5 293 ― 185 ―
2026年２月期第１四半期 2,185 ― 98 ― △238 ― △137 ―

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年２月期第１四半期 19.03 18.62
2026年２月期第１四半期 △13.70 ―

（参考）のれん償却前四半期純利益 2027年２月期第１四半期 235百万円 2026年２月期第１四半期 △86百万円

（注）１．当社は2025年２月期第１四半期については四半期財務諸表を作成していないため、2026年２月期第1四半期の対前

年同四半期増減率については記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年２月期第１四半期 8,164 3,802 46.6
2026年２月期 8,476 4,136 48.8

(参考) 自己資本 2027年２月期第１四半期 3,802百万円 2026年２月期 4,136百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年２月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00
2027年２月期 ―
2027年２月期(予想) 21.00 ― 21.00 42.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年２月期の業績予想（2026年３月１日～2027年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,650 13.3 825 42.1 1,082 △5.6 638 △12.1 63.85

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は添付資料５ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年２月期１Ｑ 10,000,000株 2026年２月期 10,000,000株

② 期末自己株式数 2027年２月期１Ｑ 300,000株 2026年２月期 114,400株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年２月期１Ｑ 9,729,879株 2026年２月期１Ｑ 10,000,000株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

決算補足説明資料につきましては当社ウェブサイトに掲載予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果を背景に、緩やかな回復

基調にあります。一方で、輸出や生産は横ばいで推移しており、中東情勢や金融資本市場の変動による影響を注視

する必要があります。

国内のタオル及びタオル製品の小売市場規模は、業界推計によると1,600億円から1,900億円（注１）であり、今

後も市場規模は同水準の維持、あるいは微増傾向で推移すると予想しております。また、大手小売業者によるＰＢ

商品の開発が活発化しており、タオル及びタオル製品においても、その開発は価格優位性の確保にとどまらず、他

社との差別化や独自性を実現する有効な手段であると考えております。

販売チャネル別でみると、国内ＥＣ市場が成長を続けています。外出自粛を契機とした「まとめ買い需要」や

「高い利便性」を背景に、2024年のBtoC-ＥＣ（消費者向け電子商取引）市場は26.1兆円（前年比5.1%増）に達しま

した。中でも「生活雑貨、家具、インテリア」分野は、市場規模2兆5,616億円を誇る主要カテゴリーであり、ＥＣ

化率も32.58%と高い水準にあることから、今後も堅調な推移が見込まれます。（注２）

このような状況のもと、当社は営業活動を通じた製品ニーズの発掘や店舗調査等のマーケット情報の収集、さら

には産学連携による共同研究や新製法の開発（糸の織り方や薬剤の選定・工夫等）に注力してまいりました。また、

ＥＣサイトでの新製品販売を強化するなど、研究開発および売上の拡大に努めております。加えて、中国経済の先

行き懸念や地政学リスクへの対応として、生産拠点の分散によるサプライチェーンの安定化を図るべく、中国中心

の生産体制だけでなく、インドやベトナムでの生産体制の構築を推進しております。

また、日米における金利差の動向を背景として、当第１四半期累計期間において円安が進み、期末（四半期末）

為替レートは前期末の155.77円／ドルから当第１四半期末では159.38円／ドルとなりました。その結果、為替予約

時価評価損益を含む為替差益192,376千円を営業外収益へ計上しております。

この結果、当第１四半期累計期間の売上高は2,518,780千円、営業利益は76,947千円、経常利益は293,464千円、

四半期純利益は185,171千円となりました。

（注）１.株式会社クロス・マーケティング「タオル業界市場調査レポート」

（注）２.経済産業省 令和6年度デジタル取引環境整備事業（電子商取引に関する市場調査）

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

当第１四半期会計期間末における資産合計は8,164,003千円となり、前事業年度末と比べて312,883千円減少しま

した。これは主に現金及び預金が116,406千円増加した一方で、売掛金が280,337千円、電子記録債権が104,206千円

減少したことによるものであります。

（負債の部）

当第１四半期会計期間末における負債合計は4,361,374千円となり、前事業年度末と比べて21,124千円増加しまし

た。これは主に未払法人税等が209,970千円減少した一方で、買掛金が153,080千円、賞与引当金が23,544千円増加

したことによるものであります。

（純資産の部）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は3,802,629千円となり、前事業年度末と比べて334,007千円減少し

ました。これは主に四半期純利益185,171千円の計上、利益剰余金の配当395,424千円、自己株式の取得123,755千円

によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年２月期の業績予想につきましては、2026年4月14日付で公表しました「2026年２月期 決算短信〔日本基

準〕(非連結)」の業績予想から変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2026年２月28日)

当第１四半期会計期間
(2026年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,126,354 1,242,761

売掛金 2,011,576 1,731,239

電子記録債権 134,377 30,170

商品及び製品 510,071 522,551

為替予約 428,583 444,024

その他 68,303 58,237

流動資産合計 4,279,267 4,028,984

固定資産

有形固定資産 722,557 720,714

無形固定資産

のれん 3,123,865 3,073,480

その他 1,026 870

無形固定資産合計 3,124,892 3,074,351

投資その他の資産 350,170 339,953

固定資産合計 4,197,620 4,135,019

資産合計 8,476,887 8,164,003

負債の部

流動負債

買掛金 456,575 609,655

１年内返済予定の長期借入金 230,000 230,000

未払法人税等 318,259 108,288

賞与引当金 38,890 62,434

その他 461,525 515,996

流動負債合計 1,505,250 1,526,374

固定負債

長期借入金 2,835,000 2,835,000

固定負債合計 2,835,000 2,835,000

負債合計 4,340,250 4,361,374

純資産の部

株主資本

資本金 30,000 30,000

資本剰余金 2,708,556 2,708,556

利益剰余金 1,479,608 1,269,356

自己株式 △81,548 △205,303

株主資本合計 4,136,615 3,802,608

新株予約権 21 21

純資産合計 4,136,637 3,802,629

負債純資産合計 8,476,887 8,164,003
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年５月31日)

売上高 2,185,717 2,518,780

売上原価 1,718,716 2,018,154

売上総利益 467,000 500,626

販売費及び一般管理費 368,942 423,678

営業利益 98,057 76,947

営業外収益

受取配当金 ― 32,117

為替差益 ― 192,376

補助金収入 644 ―

その他 265 7,823

営業外収益合計 909 232,318

営業外費用

支払利息 10,590 14,230

為替差損 324,265 ―

その他 3,061 1,572

営業外費用合計 337,917 15,802

経常利益又は経常損失（△） △238,950 293,464

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △238,950 293,464

法人税等 △101,936 108,292

四半期純利益又は四半期純損失（△） △137,013 185,171
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用して

おります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社は、タオル製品等の企画、製造及び販売を主たる事業とする単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。

前第１四半期累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年５月31日)

減価償却費 3,094千円 2,649千円

のれんの償却額 50,384 〃 50,384 〃


